
い ず も（１） 第233号 令和3年1月

発行所 出雲駐屯地

広 報 室

『
い
ず
も
』
読
者
の
皆
様
、
令
和

三
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
公
私
に
わ
た
り
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
八
月
に
着
任
し
て
、

早
い
も
の
で
六
ヶ
月
以
上
が
経
ち
ま

し
た
。

色
々
と
あ
り
ま
し
て
、
勉
強
・
修

行
の
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
「
地
域
と
と
も
に
」

「
駐
屯
地
の
一
員
た
れ
」
「
謙
虚
」

を
要
望
事
項
と
し
て
、
職
務
に
精
励

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
、
あ
る
い
は
よ
り
一
層
の
御

支
援
・
御
協
力
、
御
指
導
・
御
鞭
撻

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

駐
屯
地
と
し
て
の
一
大
事
業
で
あ
る

「
市
中
パ
レ
ー
ド
（
記
念
行
事
）
」

中
津

政
文

第
13
偵
察
隊
長
兼
出
雲
駐
屯
地
司
令

２
等
陸
佐

を
断
念
し
、
駐
屯
地
内
で
来
場
者
を

限
定
し
て
の
行
事
と
し
ま
し
た
が
、

今
年
も
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
何
と
か
実
施
し
た
い

も
の
で
す
。
一
〇
す
べ
て
は
無
理
で

も
、
二
～
三
を
実
施
す
る
や
り
方
は

知
恵
を
絞
れ
ば
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
動
向
を
見
つ
つ
脳

し
ょ
う
を
絞
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
年
頭
に
実
施
し
た
成

人
行
事
に
お
け
る
地
雷
原
処
理
車
と

の
綱
引
き
は
在
任
間
は
恒
例
と
し
、

病
魔
が
許
せ
ば
、
広
く
案
内
し
た
い

も
の
で
す
。

そ
の
他
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
や
り
た
い
こ
と
、
色
々
と
あ
り

ま
す
が
『
丑
』
年
、
一
歩
一
歩
、
着

実
に
歩
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
、
皆
様
と
ご
家
族
の
今
年

一
年
の
御
多
幸
・
御
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

田
村

憲
治

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
等
陸
佐

新
年
の
挨
拶

新
年
の
挨
拶

慎
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
出
雲
地
区
防
衛
協
力
会
、

島
根
県
隊
友
会
、
出
雲
駐
屯
地
を
知

る
会
、
島
根
県
家
族
会
、
島
根
県
自

衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
衛
隊
、
陸
上

自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
及
び
出
雲
駐
屯

地
業
務
隊
の
活
動
に
際
し
多
大
な
る

ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
31
年
３
月
業
務
隊
長

に
上
番
以
降
、
平
素
に
お
け
る
駐
屯

地
の
生
活
勤
務
環
境
整
備
に
係
る
恒

常
業
務
の
他
、
数
年
後
に
予
定
さ
れ

る
出
雲
駐
屯
地
所
在
人
員
の
増
加
へ

の
備
え
に
関
す
る
検
討
の
深
化
等
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も

駐
屯
地
所
在
部
隊
等
の
要
望
に
応
え

得
る
た
め
、
業
務
の
改
善
・
進
歩
を

図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
令
和
３
年
が
皆
様
に
幸
多

き
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。



謹
ん
で
、
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の

中
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

警
務
隊
は
本
年
も
益
々
、
防
犯
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
件
・
事
故
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
部
隊
の
皆
様
の
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。

事
故
の
発
生
を
防
止
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い ず も（２） 第233号 令和3年1月

２
０
２
１
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
各
種
制
約
が
あ
る
中
、

駐
屯
地
各
部
隊
の
隊
務
運
営
に
寄
与
す
べ
く
会
計

隊
員
全
員
で
業
務
を
遂
行
中
で
す
。

「
出
雲
駐
屯
地
に
会
計
あ
り
」
と
思
わ
れ
る
よ

う
日
々
業
務
に
邁
進
し
、
積
極
的
に
会
計
支
援
す

る
た
め
先
行
的
な
業
務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

各
部
隊
長
を
は
じ
め
、
人
事
・
旅
費
・
調
達
等

各
種
関
係
者
の
方
々
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、

御
指
導
・
御
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
雲
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
隊
員
皆
様
を
は
じ
め
、

ご
家
族
及
び
駐
屯
地
に
ご
支
援
・
ご
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
、
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
に
お
い
て
被
支

援
部
隊
の
任
務
達
成
を
第
一
義
と
し
て
訓
練
・
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
同
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
に
対
応
し
つ
つ
支
援
任
務
に
邁
進
し
、

精
強
な
部
隊
を
育
成
し
て
何
時
如
何
な
る
場
合
に

お
い
て
も
任
務
を
完
遂
で
き
る
練
度
を
保
持
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
を
願
い
、
本
年
が
良
き
年
と
な
る
よ
う
祈
念
申

第

施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
直
接
支
援
隊
長

１
等
陸
尉

森

亮
太

104

新
年
の
挨
拶

新
年
の
挨
拶

第

会
計
隊
出
雲
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

平
木

博
貴

356

第

基
地
通
信
中
隊

出
雲
派
遣
隊
長

２
等
陸
尉

針
谷

佳
孝

312

新
年
の
挨
拶

第

地
区
警
務
隊

出
雲
連
絡
班
長

2
等
陸
尉

渡
邊

貴
仁

132

新
年
の
挨
拶

第
13
後
方
支
援
隊

第
２
整
備
中
隊

２
等
陸
尉

長
戸

雄
大

新
年
の
挨
拶

第

施
設
隊
長

２
等
陸
佐

長
束

泰
至

新
年
の
挨
拶

304

駐
屯
地
協
力
団
体
の
皆
様
方
、
隊
員
及

び
ご
家
族
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
施
設
隊
は
、
年

末
年
始
の
記
録
的
な
寒
波
に
伴
う
雪
害
の

備
え
、
即
応
性
を
維
持
し
つ
つ
新
年
を
迎

え
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
大
き
な
被
害
も

な
く
、
束
の
間
に
肩
の
荷
を
下
ろ
し
て
い

る
次
第
で
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
を
図
り
つ
つ
、
練
度
を
維
持
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
７
月
に
施
設
団
長
に
よ
り
実

施
さ
れ
た
訓
練
検
閲
に
お
い
て
、
任
務
を

完
遂
し
た
こ
と
が
そ
の
証
左
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
ま
し
て
も
、
部
隊
は
確
実

に
練
度
を
保
持
し
、
平
素
と
変
わ
り
な
く

事
に
備
え
て
い
ま
す
。
干
支
の
丑
に
ち
な

ん
で
、
本
年
も
一
歩
一
歩
確
実
に
大
地
を

踏
み
し
め
、
練
度
を
向
上
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
安
心
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
令
和
３
年
が
皆
様
に
と
っ
て

健
や
か
で
実
り
多
く
な
る
年
に
な
る
こ
と

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

昨
年
は
後
方
支
援
隊
の
訓
練
検
閲
の
受
閲
と
小

隊
の
訓
練
検
閲
の
受
閲
が
あ
る
中
で
普
段
の
整
備

演
習
場
整
備
支
援
、
後
方
支
援
隊
の
持
続
走
競
技

会
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
無
事
任
務
完
遂
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
我
々
偵
察
直
接
支
援
小

隊
は
よ
り
一
層
隊
員
が
ひ
と
り
ひ
と
り
力
を
合
わ

せ
て
各
種
訓
練
に
よ
る
部
隊
練
度
の
向
上
及
び
整

備
支
援
任
務
の
完
遂
の
た
め
に
日
々
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
旧
年
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

駐
屯
地
協
力
団
体
の
皆
様
方
、
出
雲
駐
屯
地
の
隊

員
、
ご
家
族
が
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

基
通
派
遣
隊
長
と
し
て
３
年
目
と
な
り
ま
す
が

基
地
通
信
業
務
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
並
び
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
中
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
基
通
派
遣
隊
は
、
引
き
続
き
、

日
進
月
歩
の
通
信
シ
ス
テ
ム
技
術
に
遅
れ
を
と
る

こ
と
な
く
、
各
人
が
自
学
研
鑽
に
努
め
、
よ
り
高

い
知
識
と
練
度
を
も
っ
て
各
種
回
線
の
提
供
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
基
通
派
遣
隊
一
同
「
駐
屯
地
の
常
続
不

断
の
通
信
確
保
」
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
駐
屯
地

所
在
部
隊
の
各
種
要
望
に
迅
速
に
対
応
で
る
よ
う

よ
り
一
層
の
努
力
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

、

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
隊
の
皆
様
と
戮
力
協
心
し
て
一
件
で
も
事
件
・

も
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

業
務
か
ら
始
ま
り
偵
察
隊
野
営
訓
練
の
同
行
支
援
、



い ず も（３） 第233号 令和3年1月

８
月
３
日
、
中
部
方
面
混
成
団
（
大
津
）
か
ら
中
津

政
文
２
等
陸
佐
が
新
た
に
第
28
代
第
13
偵
察
隊
長
兼
ね
て

第
35
代
出
雲
駐
屯
地
司
令
と
し
て
着
任
し
た
。

中
津
２
佐
は
偵
察
隊
長
着
任
の
訓
示
に
お
い
て
偵
察
隊

長
統
率
方
針
と
し
て
「
任
務
の
完
遂
」
、
要
望
事
項
と
し

て
「
任
務
・
目
標
の
共
有
」
「
日
々
訓
練
」
「
謙
虚
」
を

述
べ
た
。

ま
た
、
８
月
駐
屯
地
朝
礼
の
場
に
お
い
て
司
令
要
望
事

項
と
し
て
「
地
域
と
と
も
に
」
「
駐
屯
地
の
一
員
た
れ
」

「
謙
虚
」
を
掲
げ
た
。

９
月
２
日
、
第
13
旅
団
長

兒
玉

恭
幸
陸
将
補
の
初
度
視
察
を

受
察
し
、
駐
屯
地
の
状
況
や
部
隊
の
現
況
を
報
告
し
た
。

旅
団
長
は
駐
屯
各
部
隊
長
が
出
迎
え
る
中
、
出
雲
駐
屯
地
に
到
着

さ
れ
、
状
況
報
告
、
懇
談
、
隊
内
巡
視
、
訓
示
受
け
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
た
。

中
津
政
文
２
等
陸
佐
着
隊

第
28
代
第
13
偵
察
隊
長

第
35
代
出
雲
駐
屯
地
司
令

▲ 隊内巡視 ▲ ▲ 記者会見

▲ 訓示受け

第
13
旅
団
長
初
度
視
察

▲ 出迎え

▲ 懇談

▲ 隊内巡視



い ず も（４） 第233号 令和3年1月

中
部
方
面
総
監
初
度
視
察

防
衛
副
大
臣
視
察

９
月
９
日
、
山
本

と
も
ひ
ろ
防
衛
副
大
臣
（
当
時
）
の
視
察
を
受

け
、
駐
屯
地
及
び
部
隊
の
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
87
式
偵
察
警

戒
車
の
試
乗
等
装
備
品
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。

10
月
20
日
、
第
13
旅
団
長
、
中
部
方
面
総
監
部
幕
僚
副
長
の
立
会
の

も
と
、
中
部
方
面
総
監

野
澤

真
陸
将
の
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。

駐
屯
地
司
令
出
迎
え
の
後
、
儀
じ
よ
う
隊
に
よ
る
儀
じ
よ
う
、
本
部

庁
舎
前
に
よ
る
記
念
撮
影
、
状
況
報
告
、
隊
内
巡
視
、
訓
示
及
び
懇
談

が
行
わ
れ
た
。

▲ 装備品説明 ▲ 状況報告

▲ 記念撮影▲ 試 乗

▲ 儀じよう ▲ 訓示受け

▲ 隊内巡視 ▲



い ず も（５） 第233号 令和3年1月

９
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
第
13
偵
察
隊
は
旅
団
訓
練
検
閲
を
受

閲
し
た
。

こ
の
間
、
統
裁
官
要
望
事
項
「
勝
ち
に
こ
だ
わ
れ
」
「
謙
虚
で
あ
れ
」

「
安
全
管
理
」
の
３
点
の
要
望
を
、
第
13
偵
察
隊
長

中
津

政
文
２
等

陸
佐
の
卓
越
し
た
指
揮
の
下
、
全
隊
員
が
任
務
完
遂
に
飽
く
な
き
執
念
を

燃
や
し
、
厳
し
い
状
況
を
克
服
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て
与
え
ら
れ
た
任
務

を
完
遂
し
た
。

偵
察
の
た
め
前
進
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｖ

▼

ヘ
リ
で
空
路
潜
入
す
る
Ａ
ｕ
ｔ
乗
員

▼

偵察隊訓練検閲



い ず も（６） 第233号 令和3年1月

施設隊訓練検閲

７
月
９
日
か
ら
７
月
27
日
ま
で
の
間
、
第

施
設
隊
は
団
長
訓
練
検
閲
を
受

閲
し
た
。

検
閲
間
、
様
々
な
状
況
が
発
生
し
た
が
、
す
べ
て
柔
軟
に
対
応
し
、
当
初
の

任
務
を
速
や
か
に
概
成
さ
せ
た
。
更
に
、
追
加
任
務
に
も
取
り
掛
か
り
全
て
を

確
実
に
対
応
、
任
務
完
遂
し
た
。
第

施
設
隊
長

長
束

泰
至
２
等
陸
佐
を

核
心
と
し
て
一
致
団
結
し
た
施
設
隊
は
、
強
靭
さ
を
誇
示
す
る
と
と
も
に
、
任

務
遂
行
能
力
は
極
め
て
高
い
施
設
科
部
隊
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

鉄
条
網
を
張
る
渡
河
・
交
通
小
隊

▼

泥
だ
ら
け
で
資
材
を
運
ぶ
Ｄ
小
隊

▼

304

304



い ず も（７） 第233号 令和3年1月

出雲駐屯地記念行事

ガ
ー
ル
ズ
イ
ベ
ン
ト

７
月
26
日
、
陸
上
自
衛
隊
島
根
地
方

協
力
本
部
主
催
の
ガ
ー
ル
ズ
イ
ベ
ン
ト

を
出
雲
駐
屯
地
で
実
施
し
た
。

装
備
品
展
示
や
体
験
試
乗
の
ほ
か
、

グ
ル
ー
プ
別
で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施

し
た
。
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
女
性
だ
け

と
あ
り
、
会
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

駐屯地は、１０月１０日、出雲駐屯地開設６７周年記念行事を実施した。
新型コロナウイルス感染症対策のため市中パレードの実施を断念したが、駐屯地
司令感謝状贈呈式をはじめ、隊員家族等に対し、装備品展示や体験搭乗などを実施
し、駐屯地の開設を祝った。

▲ 感謝状贈呈 ▲ ▲大きい車に大はしゃぎ

▲レッカー車を操作体験 ▲大型の高さに恐る恐る ▲バイクに跨り決めポーズ

▲初めて見る装備に興味深々 ▲会話に花を咲かせる参加者

Ｋ
Ａ
Ｉ
☆
フ
ェ
ス
タ

９
月
15
日
開
星
高
校
生
徒
会
が
主
催
し
た

Ｋ
Ａ
Ｉ
☆
フ
ェ
ス
に
参
加
し
た
。

開
星
高
校
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
文
化
祭
が
中
止
と
な
り
、

そ
の
代
替
企
画
の
１
つ
と
し
て
参
加
し
た
。

装
備
品
展
示
、
救
急
法
体
験
を
通
じ
、
生

徒
や
教
員
ら
に
自
衛
隊
の
理
解
を
深
め
た
。

▲止血法を熱心に聞く学生 ▲開星高校OB隊員と敬礼！！



●
部
隊
長

▽
偵
察
隊
長

２
等
陸
佐

中
谷

一
雄

（
富
士
学
校
総
務
部
＝
富
士
学
校
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

２
等
陸
曹

柏

建
二

（
島
根
地
方
協
力
本
部
＝
大
田
）

陸
士
長

北
谷

直
音

（
第

警
務
隊
＝
海
田
市
）

▽
施
設
隊

１
等
陸
曹

高
橋

慎
一

（
第
２
施
設
群

施
設
中
隊
＝
湯
布
院
）

２
等
陸
曹

吉
田

建
二

（
第

教
育
大
隊
＝
大
津
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

１
等
陸
曹

安
田

浩
二

（
出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
＝
出
雲
）

▽
会
計
隊

陸
曹
長

駒
月

進

（
第

会
計
隊
＝
米
子
）

い ず も（８） 第233号 令和3年1月

お
知
ら
せ

転

出

者

転

入

者

●
部
隊
長

▽
偵
察
隊
長

２
等
陸
佐

中
津

政
文

（
中
部
方
面
混
成
団
＝
大
津
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

陸
曹
長

小
村

肇

（
岡
山
地
方
協
力
本
部
＝
岡
山
）

２
等
陸
曹

笹
谷

覚

（
第
12
偵
察
隊
＝
相
馬
原
）

▽
施
設
隊

２
等
陸
曹

佐
藤

晃
司

（
水
陸
機
動
団
＝
相
浦
）

２
等
陸
曹

植
木

和
紀

（
中
部
方
面
混
成
団
＝
大
津
）

３
等
陸
曹

岡

知
成

（
第
14
施
設
隊
＝
徳
島
）

３
等
陸
曹

西
山

和
広

（
第
10
施
設
大
隊
＝
春
日
井
）

▽
業
務
隊

１
等
陸
曹

安
田

浩
二

（
第
１
直
接
支
援
隊
＝
出
雲
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

１
等
陸
曹

向
田

徳
男

（
第

施
設
直
接
整
備
大
隊
整
備
隊
＝
大
久
保
）

356

368

132

陸
上
自
衛
隊
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で

陸
自
飯
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
全
国
の

駐
屯
地
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
出
雲
駐
屯
地
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

＃
陸
自
飯

＃
出
雲
駐
屯
地

＃
割
子
そ
ば

１
月
６
日
、
駐
屯
地
は
成

人
行
事
を
行
っ
た
。

新
成
人
12
名
は
、
駐
屯
地

全
隊
員
が
見
守
る
な
か
、
隊

舎
の
屋
上
か
ら
大
声
で
抱
負

を
叫
ん
だ
。

ま
た
、
場
所
を
移
動
し
、

92
式
地
雷
原
処
理
車
（
22
ト

ン
）
に
綱
引
き
を
挑
ん
だ
。

新
成
人
た
ち
は
必
死
に
綱

を
引
く
も
び
く
と
も
せ
ず
、

見
か
ね
た
先
輩
隊
員
が
加
勢

し
、
見
事
動
か
す
こ
と
が
で

き
た
。

成

人

行

事

109109


